
４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑
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令和6年9月

令和 5年度

府中市民芸術文化祭事業 30430100

市民芸術文化祭の実施

3 文化・芸術活動の支援

43 市民の文化・芸術活動の支援

主要な事務事業 昭和39年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市民芸術文化奨励賞の選考及び授与等に関する要綱、感謝状の贈呈に関する基準

該当なし 該当なし

参加者：日頃から自主的に芸術活動を行っている市民
参観者：全市民

市民相互の文化の交流や、これまで芸術文化に親しみのなかった市民が芸術文化に親しむことを促進し、府中市がこれまで培ってきた伝統や文
化を次世代へ継承していくことを目標とする。

府中市芸術文化協会（旧称：府中市文化団体連絡協議会）との共催により、市内各施設において催し物を実施する。各事業については、公演や
展示など、一般市民の参加を呼びかけ、広く事業に参加できる方法をとっている。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①市民芸術文化祭の参加者数

5,458

人

5,520 5,540 5,560 5,800 5,800

2,947 3,722 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

新型コロナウイルスの影響により活動を休止した団体があり、計画値を下回った。

②市民芸術文化祭の参観者数

116,898

人

119,400 119,800 110,000 127,000 127,000

40,852 62,136 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

新型コロナウイルスの影響により活動を休止した団体があり、実施事業数も少なくなったため計画値を下回った。

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

12,096,000 12,194,000 11,407,000 9,287,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

12,096,000 12,194,000 11,407,000 9,287,000 0 0

259,000 12,167,000 11,354,000 0 0 0

51,714 8,506,366 9,891,364 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

51,714 8,506,366 9,891,364 0 0 0

20.0% 69.9% 87.1% 0.0% 0.0% 0.0%

0.73 1.01 0.98

5,719,409 8,162,112 7,801,680

0 0 0

0 0 0

160,967 205,225 180,955

5,932,090 16,873,703 17,873,999 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

府中市民芸術文化祭事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

令和４年９月１１日から１１月２８日まで
使用会場：府中の森芸術劇場・市民活動センター「プラッツ」・美術館・郷土
の森博物館・文化センター・大國魂神社内・ルミエール府中

府中市芸術文化協会との共催により全３１事業を実施した。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

令和５年９月１６日から１１月２５日
使用会場：府中の森芸術劇場・市民活動センター「プラッツ」・美術館・郷土
の森博物館・文化センター・大國魂神社内・ルミエール府中

府中市芸術文化協会との共催により、全３３事業を実施する。
府中市芸術文化祭等に関するPR方法や運営方法を創意工夫し、新型コロナウイ
ルス感染対策も含め開催方法を検討する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

令和５年９月１６日から１１月２５日まで
使用会場：府中の森芸術劇場・市民活動センター「プラッツ」・美術館・郷土
の森博物館・文化センター・大國魂神社内・ルミエール府中

府中市芸術文化協会との共催により、全３３事業を実施した。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

令和６年９月１４日から１２月１日まで
使用会場：市民活動センター「プラッツ」・美術館・郷土の森博物館・文化セ
ンター・大國魂神社内・ルミエール府中・けやき並木・浅間中学校

府中市芸術文化協会との共催により、全３１事業を実施する。
例年の主な実施会場である府中の森芸術劇場が改修工事による休館となるため
、他の施設を会場として実施する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

文化・芸術の振興と伝統文化の次世代への継承のため、
市民からの要望が高い事業であるが、府中市芸術文化協
会への委託により実施している現在の手法の見直しを含
めて、市民が文化芸術に親しむためのより良い事業の実
施方法を検討する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

府中市民芸術文化祭事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 10 0276000 市民芸術文化祭運営費 11,407,000 9,891,364 9,287,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 11,407,000 9,891,364 9,287,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

３　成果（参考情報）　現状分析 321

☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑
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令和6年9月

令和 5年度

武蔵国府太鼓普及事業 30430200

郷土芸能の伝承及び普及

3 文化・芸術活動の支援

43 市民の文化・芸術活動の支援

主要な事務事業 昭和57年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

なし

該当なし 該当なし

市民、府中囃子保存会、武蔵国府太鼓連盟等

市の郷土芸能である府中囃子及び武蔵国府太鼓の伝承及び普及

１　府中囃子伝承普及事業
府中囃子保存会に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技術の伝承を図る｡また、平成２９年に作成した府中囃子の演奏を収録した
ＣＤを販売し、府中囃子の普及を図る。
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
武蔵国府太鼓連盟に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技術の伝承を図る｡また、平成３年に作成した武蔵国府太鼓の演奏を収録
したＤＶＤを販売し、武蔵国府太鼓の普及を図る。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①府中囃子及び武蔵国府太鼓
の認知度

-

%

50 55 60 65 65

67.7 62.1 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

囃子、太鼓の講習会を実施しているが、コロナ禍によりイベント等への出演が減っていた影響で認知度が下がったと思われる。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

2,291,000 2,289,000 1,655,000 1,998,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2,291,000 2,289,000 1,655,000 1,998,000 0 0

2,291,000 2,306,000 1,708,000 0 0 0

1,784,081 2,099,721 1,701,066 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,784,081 2,099,721 1,701,066 0 0 0

77.9% 91.1% 99.6% 0.0% 0.0% 0.0%

0.22 0.25 0.12

1,723,658 1,998,885 975,210

0 0 0

0 0 0

48,510 50,259 22,619

3,556,249 4,148,865 2,698,895 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

武蔵国府太鼓普及事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

１　府中囃子伝承普及事業
 (1)　府中囃子演奏技術伝承事業委託
 (2)　府中囃子ＣＤの販売
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
 (1)　武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業委託
 (2)　武蔵国府太鼓ＤＶＤの販売

　府中囃子保存会に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技術の伝
承を図った｡また、府中囃子のＣＤを販売し、府中囃子の普及を図った。
　後継者の育成と演奏技術の伝承を図るために実施する武蔵国府太鼓講習会は
、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から年度途中からの実施した。
　武蔵国府太鼓のＤＶＤを販売し、武蔵国府太鼓の普及を図った。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

１　府中囃子伝承普及事業
 (1)　府中囃子演奏技術伝承事業委託
 (2)　府中囃子ＣＤの販売
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
 (1)　武蔵国府太鼓ＤＶＤの販売
武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業委託は府中文化振興財団の自主事業として実施
する。

武蔵国府太鼓は、市の郷土芸能として市民に認識されつつあるが、継承団体数
や規模は発展途上であり、講習会の修了者の処遇と併せて課題となっているた
め、府中文化振興財団と連携してよりよい事業となるよう検討する。
また、府中囃子・武蔵国府太鼓ともに、多くの人に知ってもらうため、作成し
たＣＤとＤＶＤを活用して更に市内外へ広くＰＲする方法を検討する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

１　府中囃子伝承普及事業
 (1)　府中囃子演奏技術伝承事業委託
 (2)　府中囃子ＣＤの販売
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
 (1)　武蔵国府太鼓ＤＶＤの販売
武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業委託は府中文化振興財団の自主事業として実施
する。

府中囃子保存会に演奏技術伝承事業を委託し、後継者の育成と演奏技術の伝承
を図った。また、府中囃子のＣＤを販売し、府中囃子の普及を図った。
武蔵国府太鼓のDVDを販売し、武蔵国府太鼓の普及を図った。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

１　府中囃子伝承普及事業
 (1)　府中囃子演奏技術伝承事業委託
 (2)　府中囃子ＣＤの販売
２　武蔵国府太鼓伝承普及事業
 (1)　武蔵国府太鼓ＤＶＤの販売
武蔵国府太鼓演奏技術伝承事業委託は府中文化振興財団の自主事業として実施
する。

武蔵国府太鼓は、市の郷土芸能として市民に認識されつつあるが、継承団体数
や規模は発展途上であり、講習会の修了者の処遇と併せて課題となっているた
め、府中文化振興財団と連携してよりよい事業となるよう引き続き検討する。
また、府中囃子・武蔵国府太鼓を、共に多くの方に知ってもらうため、ＣＤと
ＤＶＤについて、ＬｏＧｏフォームを活用したオンライン販売を開始する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

市の郷土芸能である府中囃子（市指定無形民俗文化財）
の保存伝承のために演奏技術伝承事業を実施している。
また、市の創作芸能である武蔵国府太鼓の演奏技術伝承
事業として新規受講者の開拓を促しながら府中文化振興
財団が講習会を運営している。
府中囃子の演奏を収録したＣＤや武蔵国府太鼓を収録し
たＤＶＤの作成・販売をすることで伝承と市内外へ広く
普及に努めている。
今後も継続して伝承・普及に努める。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

武蔵国府太鼓普及事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 10 0278000 民俗芸能伝承普及事業費 1,655,000 1,701,066 1,831,000

2 01 10 35 10 0278800 負担金　多摩川流域郷土芸能事業費 167,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,655,000 1,701,066 1,998,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

文化活動支援事業 30430300

市民が主体的に取り組む文化活動の継承と振興のために支援を行う。

3 文化・芸術活動の支援

43 市民の文化・芸術活動の支援

その他の事務事業 昭和59年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市民文化活動に対する補助金交付要綱、府中市民芸術文化奨励賞の選考及び授与等に関する要綱、感謝状の贈呈に関する基準

▽文化事業補助金は、芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業、文化に関する施策。▽芸術文化奨励賞は、自主的な芸術文
化活動において特に功績のあった個人または団体。▽文化活動功労賞は、芸術文化協会加盟団体の役員を１年以上経験した個人。

▽様々な芸術文化活動を補助し、市民文化活動を奨励することにより広く市民文化の振興と向上を図ることを目標とする。▽府中市文化芸術推
進計画の推進を図る。

▽文化事業補助金は、市民が主体的に取り組んでいる文化振興活動で、市民を対象として実施する文化事業に対して補助金を交付する。▽芸術
文化奨励賞は、芸術文化活動において特に功績のあった個人または団体の候補者を募り、審査の上、該当者を決定する。文化活動功労賞は、芸
術文化協会加盟団体の役員を１年以上務めた者を対象に、各文化団体からの推薦により候補者を募り該当者を決定する。共に府中市民芸術文化
祭開会式で表彰する。▽府中市文化芸術推進計画の進捗状況を把握し、次期計画策定に向けた検討を行う。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①市民文化活動に対する補助
金等交付事業数

10

事業

10 10 10 10 10

10 8 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

補助金の交付要望後に実施を取りやめた事業があり、計画を下回った。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

239,000 220,000 195,000 5,293,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 4,100,000 0 0

239,000 220,000 195,000 1,193,000 0 0

239,000 220,000 195,000 0 0 0

107,474 199,241 137,590 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

107,474 199,241 137,590 0 0 0

45.0% 90.6% 70.6% 0.0% 0.0% 0.0%

0.28 0.24 0.12

2,193,746 1,915,598 975,210

0 0 0

0 0 0

61,741 48,165 22,619

2,362,961 2,163,004 1,135,419 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

文化活動支援事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業に、補助金
14,000円を上限として１０事業のみに交付した。

１０事業（団体）からの申請を受け付け、１０事業に交付した。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

対象団体である府中市芸術文化協会加盟団体に事業の周知を図り、交付希望団
体が増えるよう促していく。

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する市民を対象にした文化事業に、補助金
14,000円を上限として交付し、今年度は９事業（団体）からの申請を見込んで
いる。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する、市民を対象とした文化事業に、補助
金14,000円を上限として８事業に交付した。

９事業（団体）からの要望があったが、事業の中止が１事業（団体）あったた
め、８事業に交付した。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

対象である府中市芸術文化協会加盟団体に事業を周知し、申請に応じて交付す
る。

府中市芸術文化協会加盟団体が実施する、市民を対象とした文化事業に、補助
金14,000円を上限として交付する。令和６年度は12事業（団体）からの申請を
見込んでいる。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

市民交流を深め、芸術文化への理解を育むなど、文化振
興に寄与している事業であるが、文化事業補助金の交付
対象や金額等の見直しを含めて、広く市民文化の振興と
向上を図るためのより良い事業の実施方法を、他の文化
芸術活動の支援施策の見直しと合わせて検討する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

文化活動支援事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 05 0269000 文化芸術推進計画検討協議会運営費 359,000

2 01 10 35 05 0269500 文化芸術推進計画策定費 4,700,000

3 01 10 35 10 0277000 市民文化活動事業奨励費 69,000 25,590 66,000

4 01 10 35 10 0279000 補助金　文化団体活動事業費 126,000 112,000 168,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 195,000 137,590 5,293,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

市民文化の日運営事業 30430400

市民文化の日の実施。

3 文化・芸術活動の支援

43 市民の文化・芸術活動の支援

その他の事務事業 平成26年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

なし

該当なし 該当なし

全市民

市民が身近な場所で良質な文化芸術に親しみ、喜びや感動を味わうことができる環境の形成を目標とする。

１0月第２日曜日を「市民文化の日」と定め、郷土の森博物館、府中市美術館の入場料、観覧料を無料とするほか、その他各文化施設において
各種イベントを実施し、市民が多くの芸術文化・歴史に触れられるよう整備する。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①市民文化の日の来場者数

11,803

人

12,000 13,000 14,000 15,000 15,000

10,949 13,941 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

キーワードラリーなど施設の回遊性を高める取組も行い、来場者数が増加した。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

97,000 116,000 152,000 7,157,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 5,700,000 0 0

97,000 116,000 152,000 1,457,000 0 0

99,000 143,000 152,000 0 0 0

98,082 136,224 124,737 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

98,082 136,224 124,737 0 0 0

99.1% 95.3% 82.1% 0.0% 0.0% 0.0%

0.43 0.49 0.37

3,368,967 3,997,769 2,925,630

0 0 0

0 0 0

94,816 100,517 67,858

3,561,865 4,234,510 3,118,225 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

市民文化の日運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

１０月９日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、または無料展示等各
種イベントを実施した。
①府中の森芸術劇場、②郷土の森博物館、③ふるさと府中歴史館、④武蔵府中
熊野神社古墳展示館、⑤国士館と家康御殿史跡広場、⑥生涯学習センター、⑦
生涯学習センター図書館、⑧都立府中の森公園、⑨府中市美術館
ルミエール府中は休館中だったため、市民会館は実施しなかった。

令和３年度に引き続き、感染防止対策のため、ワードラリーを実施した。文化
芸術に触れる機会を提供した。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

１０月８日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、ワードラリー等各種
イベントを実施する。
①府中の森芸術劇場、②市民会館、③郷土の森博物館、④ふるさと府中歴
史館、⑤武蔵府中熊野神社古墳展示館、⑥国司館と家康御殿史跡広場、⑦生涯
学習センター、⑧中央図書館、⑨都立府中の森公園、⑩府中市美術館

引き続き、スタンプラリーの代わりに、ワードラリーを実施する。
当日は安心して参加できるイベントとなるよう配慮しながら、文化芸術に触れ
る機会を提供する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

１０月８日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、ワードラリー等各種
イベントを実施した。
①府中の森芸術劇場、②市民会館、③郷土の森博物館、④ふるさと府中歴
史館、⑤武蔵府中熊野神社古墳展示館、⑥国司館と家康御殿史跡広場、⑦生涯
学習センター、⑧中央図書館、⑨都立府中の森公園、⑩府中市美術館

前年度に引き続き、スタンプラリーの代わりに、ワードラリーを実施した。
当日は気軽に文化芸術に触れる機会を提供した。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

１０月１３日に次の施設において、入場料・観覧料の無料、ワードラリー等各
種イベントを実施する（府中の森芸術劇場は休館中のため実施しない。）。
①市民会館、②郷土の森博物館、③ふるさと府中歴史館、④武蔵府中熊野神社
古墳展示館、⑤国司館と家康御殿史跡広場、⑥生涯学習センター、⑦中央図書
館、⑧都立府中の森公園、⑨府中市美術館
また、市制７０周年記念事業として、同日にけやき並木においてステージ公演
及び展示・体験イベントを実施する。

引き続き、参加施設の連携事業としてワードラリーを実施する。
また、レベルアップ事業であるけやき並木でのイベントと連携し、多くの市民
に文化芸術に触れる機会を提供する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

「市民文化の日」の更なる認知度向上を目指し、開催施
設の管理者と連携しながら、市民が芸術文化を気軽に鑑
賞・体験できるイベントを引き続き開催する。
また、令和６年に実施するけやき並木でのイベントの効
果を振り返り、事業の拡大方法や効果的なＰＲ方法につ
いて検討する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

市民文化の日運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 10 0276500 市民文化の日運営費 152,000 124,737 7,157,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 152,000 124,737 7,157,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

市民会館管理運営事業 30440100

市民会館の管理及び運営

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成19年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市市民会館条例

該当あり 該当あり 住宅市街地総合整備促進事業費補助 地域防災拠点建築物整備緊急促進事業

市民会館

当該施設を安心・安全かつ快適に利用していただき、稼働率を増加させることにより、より多くの市民に親しまれる文化施設とする。

㈱京王設備サービスを指定管理者として、コンベンションホール飛鳥、会議室、音楽練習室等を有する市民会館の適正かつ計画的な管理運営を
行い、以下の業務について指定管理者が行う。施設の維持管理業務（一部運営業務）については、ＳＰＣであるＰＦＩ府中市民会館・中央図書
館（株）が行う。令和４年１０月以降は、第２期ＰＦＩ事業の第２期ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館（株）を指定管理者として運営を行う。
・市民会館の使用許可に関する業務（不許可・条件変更も含む。）
・市民会館の使用に係る利用料金の徴収に関する業務（還付・減免を含む。）
・市民会館の運営に関する業務
・物品販売の許可に関する業務

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①市民会館平均稼働率

59

%

60 61 62 63 63

45.6 54.2 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

新型コロナウイルスが５類に移行されたが、大規模な利用が見込みより少なく、計画値を下回った。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

179,316,000 317,346,000 99,284,000 101,240,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 94,900,000 0 0 0 0

11,980,000 6,200,000 0 0 0 0

167,336,000 216,246,000 99,284,000 101,240,000 0 0

197,116,000 320,407,000 99,284,000 0 0 0

192,639,905 318,928,906 98,895,208 0 0 0

0 5,459,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 83,500,000 0 0 0 0

12,621,700 5,251,800 0 0 0 0

180,018,205 224,718,106 98,895,208 0 0 0

97.7% 99.5% 99.6% 0.0% 0.0% 0.0%

2.38 1.30 0.92

18,646,841 10,494,144 7,314,075

0 0 0

0 0 0

524,808 263,860 169,645

211,811,554 329,686,910 106,378,928 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

市民会館管理運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼第３期指定管理（平成２８年４月?令和４年９月）㈱京王設備サービス
▼第２期ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館㈱への施設管理運営委託（令和４年
１０月～令和１９年９月）
【利用状況】
コンベンションホール、講師控室、レクリエーションルーム、音楽練習室
、会議室、料理講習室
利用率　４５．６％

第１期ＰＦＩ事業から第２期ＰＦＩ事業へ円滑に移行することができた。また
、期初修繕・改修工事を行うに当たり大きなトラブル等もなく、予定通り完了
することができた。、令和５年３月の施設供用再開後、ＰＦＩ事業者と連携し
、館全体でリニューアルオープンイベントを企画し、多くの方にご参加いただ
くことができた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

統括管理責任者に情報を一元化し、きめ細やかな対応ができるよう努める。各
種興行や参加体験型のイベントの自主事業を毎月実施する。市民会館・図書館
・レストラン・カフェの各事業者が連携したイベントを実施する。

第２期ＰＦＩ事業が円滑に施設運営できるよう事業者と綿密な調整を図り、複
合施設としてのメリットを最大限活かす取組を強化することで施設全体の認知
度や利用率向上に繋げる。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼第２期ＰＦＩ府中市民会館・中央図書館㈱への施設管理運営委託（令和４年
１０月～令和１９年９月）
【利用状況】
コンベンションホール、講師控室、レクリエーションルーム、音楽練習室、会
議室、料理講習室
利用率　５４．２％

新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことに伴い、施設の利用がコロ
ナ禍以前の水準に戻りつつある。
また、自主事業や複合施設全館イベントを実施し、施設の認知度や利用率の向
上を図るとともに、にぎわいの創出に努めた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

統括管理責任者に情報を一元化し、きめ細やかな対応ができるよう努める。市
民会館の自主事業のほか、市民会館・図書館・飲食スペースの各事業者が連携
したイベントを実施する。

第２期ＰＦＩ事業が円滑に運営されるよう、事業者との調整を図り、複合施設
としてのメリットを生かす取組を強化することで施設全体の認知度や利用率の
向上につなげる。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

引き続き、複合施設全体で連携した取組を図ることで、
施設の認知度や利用率の向上を目指す。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

市民会館管理運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 30 0316500 施設管理運営費　諸経費 723,000 0 723,000

2 01 10 35 30 0318500 市民会館複合施設維持管理運営等事業費　管理運営業務委
託料（債務負担行為解消分）

73,862,000 73,861,365 74,483,000

3 01 10 35 30 0319100 市民会館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

4 01 10 35 30 0319500 市民会館複合施設維持管理運営等事業費　施設整備費（債
務負担行為解消分）

23,699,000 25,033,843 25,034,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 99,284,000 98,895,208 101,240,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

府中の森芸術劇場管理運営事業 30440200

府中の森芸術劇場本館・分館の管理及び運営

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

重点プロジェクト 平成 3年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市立府中の森芸術劇場条例

該当あり 該当あり 社会資本整備総合交付金

府中の森芸術劇場本館・分館

当該施設を安心・安全かつ快適に利用していただく。
稼働率を増加させることにより、より多くの市民に文化・芸術に関心を持っていただく。

（公財）府中文化振興財団が指定管理者となり、３つのホール等を有する府中の森芸術劇場本館及び４つの音楽練習室を有する府中の森芸術劇
場分館について適正かつ計画的な維持管理・運営を行い、次の業務について指定管理者が行う。一方で、経年劣化による大規模改修等の施設整
備については市が行う。
①使用許可に関する業務②使用に係る利用料金の徴収に関する業務③維持管理および運営に関する業務④物品販売の許可に関する業務

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①府中の森芸術劇場本館の保
守点検の実施項目数

51

件

51 51 39 51 51

52 51 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

業務計画書に基づき、計画的に実施した。

②経年劣化による大規模改修
等の施設整備計画の進捗率

30

%

40 60 100 100 100

40 60 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

大規模改修の施工事業者と契約し、工事実施に向けた計画を進めた。

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

407,352,000 472,827,000 1,604,786,000 4,706,555,000 0 0

0 0 0 3,576,000 0 0

0 0 0 4,185,000 0 0

0 0 599,000,000 2,206,000,000 0 0

62,500,000 131,000,000 580,000,000 2,146,000,000 0 0

344,852,000 341,827,000 425,786,000 346,794,000 0 0

442,543,000 479,373,000 1,495,475,000 0 0 0

412,823,670 445,125,723 1,458,247,930 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 35,000,000 0 0 0

0 0 561,000,000 0 0 0

1,000,000 60,000,000 526,000,000 0 0 0

411,823,670 385,125,723 336,247,930 0 0 0

93.3% 92.9% 97.5% 0.0% 0.0% 0.0%

2.38 1.36 0.92

18,646,841 10,993,865 7,314,075

0 0 0

0 0 0

524,799 276,425 169,645

431,995,310 456,396,013 1,465,731,650 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

府中の森芸術劇場管理運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修に伴う実施設計委託　▼２階管理事務室
空調修繕　▼吸収冷温水機補修修繕
【分館】▼施設管理運営委託　▼定期保守点検

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した。ま
た、令和３年度に作成した基本設計書をもとに、改修（施設・設備の老朽化対
策及び建築基準法に基づく特定天井対策）に伴う実施設計委託を実施した。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修工事　▼レストラン排水管更新修繕
【分館】▼施設管理運営委託　▼定期保守点検

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する。ま
た、令和４年度に実施した改修（施設・設備の老朽化対策及び建築基準法に基
づく特定天井対策）に伴う実施設計委託をもとに、改修工事を実施する。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修工事　▼レストラン排水管更新修繕
【分館】▼施設管理運営委託　▼定期保守点検

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した。ま
た、令和４年度に実施した改修（施設・設備の老朽化対策及び建築基準法に基
づく特定天井対策）に伴う実施設計を基に、改修工事の契約手続を実施した。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施した。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

【本館】▼施設管理運営委託　▼改修工事
【分館】▼施設管理運営委託　▼定期保守点検　▼上・中水加圧給水装置部品
交換修繕

【本館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する。ま
た、令和４年度に実施した改修（施設・設備の老朽化対策及び建築基準法に基
づく特定天井対策）に伴う実施設計を基に、改修工事を実施する。
【分館】指定管理に係る基本協定書に基づき、適切な管理運営を実施する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

両施設とも、稼働率向上を目指し、より多くの市民に文
化・芸術に関心を持っていただけるよう努める。
【本館】休館前の利用者に戻ってきていただけるよう劇
場再開の周知を行う。また、適切な管理運営を引き続き
実施する。
【分館】引き続き、当該施設を安心・安全かつ快適に利
用していただけるよう適切な管理運営を実施する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

府中の森芸術劇場管理運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 35 0319990 利用料金還付金補償料 0 4,900

2 01 10 35 35 0320000 施設管理運営費　管理運営業務委託料（債務負担行為解消
分）

391,934,000 327,172,270 230,108,000

3 01 10 35 35 0320010 府中の森芸術劇場指定管理者候補者選定委員会運営費 156,000

4 01 10 35 35 0320500 施設管理運営費　諸経費 3,070,000 2,079,000 1,930,000

5 01 10 35 35 0320900 負担金　ル・シーニュ管理組合　 6,282,000 6,281,760 6,282,000

6 01 10 35 35 0323100 府中の森芸術劇場整備事業費　監理委託料 49,760,000 40,150,000

7 01 10 35 35 0323110 府中の森芸術劇場整備事業費　監理委託料（債務負担行為
解消分）

80,310,000

8 01 10 35 35 0324010 府中の森芸術劇場整備事業費　ホール改修工事費 629,750,000 646,110,000

9 01 10 35 35 0324015 府中の森芸術劇場整備事業費　ホール改修工事費（債務負
担行為解消分）

3,692,070,000

10 01 10 35 35 0324100 府中の森芸術劇場整備事業費　舞台設備改修工事費 522,990,000 436,450,000

11 01 10 35 35 0324110 府中の森芸術劇場整備事業費　舞台設備改修工事費（債務
負担行為解消分）

654,699,000

12 01 10 35 35 0325410 府中の森芸術劇場整備事業費　給排水衛生設備改修工事費 6,800,000

13 01 10 35 35 0325900 府中の森芸術劇場整備事業費　諸経費 33,200,000

14 01 10 35 35 0326000 府中の森芸術劇場整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,604,786,000 1,458,247,930 4,706,555,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

３　成果（参考情報）　現状分析 321

☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

文化振興財団運営事業 30440300

府中の森芸術劇場及び郷土の森博物館の自主事業の実施

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成 3年度 ～

文化スポーツ部 文化生涯学習課

任意事業

市に事業の一部を見直す裁量あり

文化芸術基本法

該当なし 該当なし

公益財団法人府中文化振興財団

芸術・文化とコミュニティ活動の振興を図るとともに、地域文化に関わる博物館事業を推進し、あわせて市民の自主的な地域文化活動の育成と
ふるさと意識の高揚に努め、もって「うるおい」と「ふれあい」のある地域文化の振興に寄与する。

府中文化振興財団が実施する芸術・文化の振興に関する事業、コミュニティ活動の振興に関する事業、地域の歴史・文化・自然に関する博物館
事業、市民の自主的地域文化活動の奨励、援助に関する事業及び地域文化活動拠点の運営に関する事業等の補助をする。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①府中の森芸術劇場事業入場
者・参加者数

115,905

人

300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

202,350 281,649 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

　新型コロナウイルス感染症が５類に移行され計画通り事業を実施できたため、計画値には届かなかったものの入場者・参加者数
が増加した。

②郷土の森博物館入場者数

276,650

人

290,000 303,500 318,500 333,500 333,500

350,447 289,230 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

植栽の計画的な整備等を通して更なる魅力の創出に努めるとともに、園内諸施設の活用等を通して事業の充実を図った。本館改修
工事に伴う約半年間の本館（プラネタリウムを含む）の休館や、１か月間にわたる施設全体の臨時休館が生じたことから計画値に
は届かなかったが、1日平均の入場者は昨年と同様に1,000人を超えており、利用状況は好調であった。

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

238,772,000 238,747,000 232,476,000 216,886,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

238,772,000 238,747,000 232,476,000 216,886,000 0 0

238,772,000 238,747,000 222,476,000 0 0 0

223,580,753 221,951,727 214,161,412 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

223,580,753 221,951,727 214,161,412 0 0 0

93.6% 93.0% 96.3% 0.0% 0.0% 0.0%

0.17 0.45 0.37

1,331,917 3,664,622 2,925,630

0 0 0

0 0 0

37,485 92,141 67,858

224,950,155 225,708,490 217,154,900 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

文化振興財団運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

〇府中の森芸術劇場
　芸術・文化及びコミュニティ活動の振興に関する事業５８事業
○郷土の森博物館　
　地域の歴史・文化・自然に関する博物館事業２２事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う入場制限等が段階的に緩和された
ことにより、各施設共に事業を再開し、にぎわいを取り戻すことができた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

○府中の森芸術劇場
　芸術・文化及びコミュニティ活動の振興に関する事業６４～８１事業
○郷土の森博物館　
　地域の歴史・文化・自然に関する博物館事業２３～２４事業

　市の文化芸術推進計画に基づき芸術文化の振興を図るため、芸術文化活動を
通した市民の交流の場・学びの場の提供や市民の自主的な文化活動の奨励等、
各種事業を実施する。
　郷土の森博物館は、本館改修工事に伴い９月から本館を休館することから、
復元建築物を活用した展示の充実、アウトリーチ活動の推進等を通し、事業の
充実を図る。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

○府中の森芸術劇場
　芸術・文化及びコミュニティ活動の振興に関する事業７６事業
○郷土の森博物館　
　地域の歴史・文化・自然に関する博物館事業２６事業

　市の文化芸術推進計画に基づき芸術文化の振興を図るため、芸術文化活動を
通した市民の交流の場・学びの場の提供や市民の自主的な文化活動の奨励等、
各種事業を実施した。
　郷土の森博物館は、本館改修工事に伴い９月から本館を休館し、復元建築物
を活用した展示の充実、アウトリーチ活動の推進等を通し、事業の充実を図っ
た。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

○府中の森芸術劇場
　芸術・文化及びコミュニティ活動の振興に関する事業２８事業
○郷土の森博物館　
　地域の歴史・文化・自然に関する博物館事業２５事業

府中の森芸術劇場が改修工事に伴い休館することから、アウトリーチ活動を中
心に事業の充実を図る。
郷土の森博物館も、本館改修工事に伴い4、5月は施設全体で臨時休館、7月下
旬まで園内のみ再開となることから、引き続き復元建築物を活用した展示の充
実、アウトリーチ活動の推進等を行い、地域に根差した博物館づくりを促進す
る。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

休館中のアウトリーチ活動で獲得した利用者に施設まで
足を運んでいただくために、引き続き、魅力ある事業を
展開するよう府中文化振興財団に働きかける。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

文化振興財団運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 10 35 35 0321000 補助金　文化振興財団 162,055,000 145,866,333 144,494,000

2 01 50 30 10 1548600 補助金　文化振興財団 7,496,000 6,759,186 7,496,000

3 01 50 30 21 1581000 補助金　文化振興財団 62,925,000 61,535,893 64,896,000

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 232,476,000 214,161,412 216,886,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

郷土の森博物館管理運営事業 30440400

郷土の森博物館における管理・運営に係る事業

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

主要な事務事業 昭和62年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市郷土の森博物館条例

該当なし 該当なし

郷土の森博物館

ふるさと府中の貴重な歴史資料の収集・保管・活用及び調査研究等を行い、その成果を展示会等を通して市民や地域に還元することによって、
郷土の歴史や自然・天文等に関する理解や関心を深め、もって市民の教育、学術、文化の発展に寄与することを目標とする。

・博物館が有する教育資源等を生かした優れた企画や市民団体との連携等を通じ、展示、プラネタリウム、園内の回遊性の促進を図るとともに
、博物館の魅力を市内外に積極的に発信し、年間入場者数の増を目指す。
・小中学校への学習教材の提供や情報の発信等を通し、学校教育との連携を深める。
・施設の老朽化等に伴う改修については、可能な限り博物館機能の提供に影響を及ぼすことのないよう計画し、施設の適正な管理・運営に努め
る。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①郷土の森博物館入場者数

276,650

人

290,000 303,500 318,500 333,500 333,500

350,447 289,230 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

本館改修工事のため９月４日以降、本館（プラネタリウムを含む）を休館した。さらに、工事開始後の詳細調査で、電気設備の改
修のため施設全体の停電を要することが判明したため、３月４日以降は全館休館の措置をとった。工事の影響による全館休館等が
なければ、昨年同様１日平均の入場数は1,000人を超えていたことから、令和５年度の計画値を超えていたものと推測される。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

793,231,000 302,946,000 1,379,078,000 1,937,587,000 0 0

0 0 0 0 0 0

105,000,000 0 0 0 0 0

0 0 812,000,000 758,000,000 0 0

354,000,000 4,000,000 235,000,000 815,000,000 0 0

334,231,000 298,946,000 332,078,000 364,587,000 0 0

767,988,000 302,946,000 1,326,516,000 0 0 0

756,133,524 298,150,104 1,318,288,376 0 0 0

0 0 0 0 0 0

156,856,000 0 50,000,000 0 0 0

0 0 769,000,000 0 0 0

169,000,000 28,000,000 206,000,000 0 0 0

430,277,524 270,150,104 293,288,376 0 0 0

98.5% 98.4% 99.4% 0.0% 0.0% 0.0%

1.25 1.25 1.65

9,793,509 10,098,531 13,165,335

0 0 0

0 0 0

271,526 60,284 75,728

766,198,559 308,308,919 1,331,529,439 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

郷土の森博物館管理運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）復元建築物旧河内家住宅旧越智家住宅自動放水銃等消火設備更新
修繕、井水ポンプ交換修繕　など

新型コロナウイルス感染防止のため、一部事業の中止や定員の縮小等の影響は
あったが、感染防止対策を講じながら、ほぼ計画通り事業を実施できた。「武
蔵府中鉄道模型博2022」の３年ぶりの開催、市民ニーズに寄り添った「ベビー
プラネタリウム」の新規開催、将来を見据えた園内植栽の計画的な整備、フェ
イスブックとインスタグラムの新規導入など、多くの事業においてチャレンジ
や創意工夫が見られた。開館から３０年以上が経過し、設備などの老朽化に対
しては、復元建築物旧河内家住宅旧越智家住宅自動放水銃等消火設備更新修繕
、井水ポンプ交換修繕などを実施した。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）曼殊沙華まつり（仮称）、本館改修工事（令和６年度まで）　な
ど

引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策に注意を払いながら、事業を計画
的に実施する。また、本館改修工事のため、令和５年９月から令和６年７月ま
で本館（プラネタリウムを含む）の休館を予定していることから、復元建築物
を活用した展示やアウトリーチ活動の充実、学校教育への協力の推進、曼殊沙
華まつり（仮称）の新規開催等の取り組みを通じ、本館休館による影響を最小
限に抑えるとともに、博物館の有する豊富な資源を活用し、市民ニーズを生か
した魅力ある事業を計画的に提供していく。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　など
（新規事業）曼珠沙華まつり、本館改修工事（令和６年度まで）　など

あじさいまつりは過去最高の入場者数を記録し、新規事業の曼珠沙華まつりも
多くの来場者を迎えることができた。植栽の計画的な整備及び活用を通し、博
物館の魅力を広く発信できたものと評価できる。
９月以降は、本館改修工事に伴い本館休館など運営上の制約が多くなったが、
計画的な事業開催時期の変更、事業実施における園内諸施設の積極的な活用、
府中駅前の商業施設を会場としたアウトリーチ活動の充実など、柔軟かつ創意
工夫を凝らした取り組みを行い、制約がありながらも事業を継続実施し、市民
サービスへの影響を最小限に止めたことは特筆すべきである。
博物館は開館から３５年以上が経過し設備等の老朽化が進行しているため、本
館の劣化部位の改修工事に着手した。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

・施設全体の管理運営及び維持管理
・郷土資料の収集・調査・研究
・プラネタリウムの運営
・展示会や講座等の開催
・「梅まつり」等の園内を活用した事業の実施　
・本館改修工事（令和６年度まで）　など
・（新規事業）立体駐車場粉末消火設備交換修繕　など

本館改修工事のため、５月３１日まで全館臨時休館し、６月１日から園内のみ
再開、7月２０日に本館を再開し、以後通常の運営体制に戻る予定である。
本館再開までは、引き続き、園内の諸施設を活用した事業や、アウトリーチ活
動の充実に努める。
本館再開後は、通常どおり、博物館の資料や研究成果を生かした展示会や講座
等の開催、園内の植栽を活用した事業の開催、学校との連携と各種事業を通じ
た学校利用の促進、展示・プラネタリウム・園内の回遊性の促進等を通じて、
より市民に親しまれる博物館づくりを目指していく。
施設の維持管理については、本館改修工事（前年度から継続）や立体駐車場粉
末消火設備交換修繕などを実施し、今後も計画的に進めていく。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

博物館は、本市の歴史・文化の拠点となる教育施設であ
り、貴重な歴史資料の保全を担う重要な施設であること
から、維持管理を計画的に実施していく必要がある。ま
た、地域に根差した博物館として親しまれるよう、市民
ニーズに合わせた多彩な事業を展開し、来館者の増加を
図っていく。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

郷土の森博物館管理運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 21 1579000 施設管理運営費　管理運営業務委託料（債務負担行為解消
分）

287,363,000 280,135,482 300,398,000

2 01 50 30 21 1580000 施設管理運営費　事業委託料 5,654,000 5,654,000 5,654,000

3 01 50 30 21 1580500 施設管理運営費　諸経費 301,000 300,894 3,044,000

4 01 50 30 21 1588400 郷土の森博物館整備事業費　監理委託料（債務負担行為解
消分）

55,780,000 34,100,000 15,451,000

5 01 50 30 21 1588450 郷土の森博物館整備事業費　監理委託料 0 2,980,000

6 01 50 30 21 1588600 郷土の森博物館整備事業費　調査委託料 500,000

7 01 50 30 21 1588800 郷土の森博物館整備事業費　本館改修工事費（債務負担行
為解消分）

1,028,980,000 993,060,000 1,510,481,000

8 01 50 30 21 1588850 郷土の森博物館整備事業費　本館改修工事費 0 2,058,000

9 01 50 30 21 1590007 郷土の森博物館整備事業費　諸経費 17,140,000

10 01 50 30 21 1590008 郷土の森博物館整備事業費　諸経費（債務負担行為解消分
）

83,919,000

11 01 50 30 21 1591000 郷土の森博物館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,379,078,000 1,318,288,376 1,937,587,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑
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令和6年9月

令和 5年度

美術館維持管理事業 30440500

府中市美術館の管理及び運営

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

主要な事務事業 平成12年度 ～

文化スポーツ部 美術館

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市美術館条例

該当なし 該当なし

美術館

来館者の安全・快適な鑑賞空間を保持し、美術品の保存管理の安定的安全性を維持する。

施設の適正かつ計画的な維持管理運営に努める。
　美術館の設置目的と基本テーマ「生活と美術」に基づいた収集保存、企画展示、常設展示、教育普及事業とともに、市民ギャラリー、美術図
書室等の充実を図る。
　学識経験者や団体代表者、公募市民等の１２名で構成する美術館運営協議会において、美術館のあり方等、美術館の今後の方向性を審議して
おり、当該協議会からの答申を基に、美術館の運営を行う。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①入館者数

302,525

人

310,000 310,000 310,000 310,000 310,000

225,722 206,235 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

秋の大型展覧会の観覧者数が、令和４年度に比べ減少した。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

164,023,000 190,392,000 179,447,000 195,273,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

9,376,000 35,376,000 4,228,000 23,280,000 0 0

154,647,000 155,016,000 175,219,000 171,993,000 0 0

164,897,000 209,701,000 179,447,000 0 0 0

158,700,942 199,288,444 168,918,508 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

7,544,164 48,855,411 3,076,533 0 0 0

151,156,778 150,433,033 165,841,975 0 0 0

96.2% 95.0% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0%

4.00 3.00 4.40

31,339,228 24,236,475 35,107,560

0 0.2 0.8

0 647,555 2,579,778

2,711,333 2,259,778 3,031,515

192,751,503 226,432,252 209,637,361 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

美術館維持管理事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

平成9年度に計画している大規模改修に備え、府中市美術館改修内容調査検討
委託業務の中で浮上した課題を整理できた。

適正な予算執行に努め、一定の成果を上げた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

収蔵庫内の燻蒸を実施し、所蔵品の保全・環境整備を推進する。令和9年度に
計画している大規模改修を見据え、建築施設課文化・スポーツ施設老朽化対策
担当との調整や協議を進める。

平成9年度に計画している大規模改修を見据え、建築施設課文化・スポーツ施
設老朽化対策担当との調整や協議をすすめながら課題を整理する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

収蔵庫内の燻蒸を実施し、所蔵品の保全・環境整備を推進できた。令和9年度
に計画している大規模改修を見据え、建築施設課文化・スポーツ施設老朽化対
策担当との調整や協議できた。

適正な予算執行に努め、一定の成果を上げた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

外構西側のウッドデッキ修繕、講座室の映像・音響設備を更新し、施設の健全
化を図る。

将来実施する大規模改修を見据え、建築施設課文化・スポーツ施設老朽化対策
担当との調整や協議を進める。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

施設の保全に努め、健全化を継続して実施する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

美術館維持管理事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 05 1505500 美術館長活動費 2,016,000 2,016,000 2,016,000

2 01 50 30 30 1607300 美術館運営協議会運営費 304,000 268,840 348,000

3 01 50 30 30 1614000 施設管理費　管理委託料 96,407,000 94,991,160 98,208,000

4 01 50 30 30 1615000 施設管理費　光熱水費及び燃料費 49,323,000 41,428,773 48,590,000

5 01 50 30 30 1616000 施設管理費　諸経費 30,397,000 30,213,735 22,511,000

6 01 50 30 30 1625950 美術館整備事業費　ウッドデッキ改修工事費 7,900,000

7 01 50 30 30 1626000 美術館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

8 01 50 30 30 1626500 美術館整備事業費　電気設備改修工事費 14,700,000

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 179,447,000 168,918,508 195,273,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

美術館展覧会運営事業 30440600

企画展の開催

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成12年度 ～

文化スポーツ部 美術館

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市美術館条例

該当なし 該当なし

企画展観覧者

優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出会える場所と機会を提供する。

優れた作品との出会いにより美術文化に対する深い理解と親しみをもち、より豊かな美意識を育める場となるように、企画展を催す。子どもの
鑑賞活動を深めて、豊かな情操を養える企画展を開催する。　本美術館の主催又は共催により、国内外の優れた美術作品を紹介する企画展を開
催する。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①企画展観覧者数

80,664

人

82,000 82,000 82,000 82,000 82,000

70,130 54,172 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

秋の大型展覧会の観覧者数が、令和４年度に比べ減少した。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

137,984,000 84,665,000 84,136,000 90,967,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

38,660,000 22,530,000 20,000,000 35,204,000 0 0

99,324,000 62,135,000 64,136,000 55,763,000 0 0

137,632,000 84,665,000 83,995,000 0 0 0

132,257,411 81,076,892 81,273,853 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

33,239,000 32,000,000 22,800,000 0 0 0

99,018,411 49,076,892 58,473,853 0 0 0

96.1% 95.8% 96.8% 0.0% 0.0% 0.0%

4.10 4.10 4.40

32,122,709 33,123,183 35,107,560

0 0.1 0.1

0 323,778 322,472

2,779,118 2,965,960 2,623,425

167,159,238 117,489,812 119,327,311 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

美術館展覧会運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

アート・アンド・クラフツ展をはじめ、５つの魅力ある展覧会が実施した。 適正な予算執行に努め、一定の成果を上げた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

「インド細密画」展や「江戸絵画まつり展」をはじめ、５つの魅力ある展覧会
を計画する。

優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出会える場所と機会を提
供する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

インド細密画展をはじめ、五つの展覧会を開催し、54,171人が観覧した。 適正な予算執行に努め、一定の成果を上げた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

「市制施行70周年記念　アルフォンス・ミュシャ展」をはじめ、５つの魅力あ
る展覧会を開催する。

優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出会える場所と機会を提
供する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出
会える場所と機会を継続して、提供する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

美術館展覧会運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 30 1607900 展覧会事業費（債務負担行為解消分） 5,060,000 4,904,800 5,500,000

2 01 50 30 30 1608000 展覧会事業費 68,076,000 65,369,053 85,467,000

3 01 50 30 30 1623200 負担金　インド細密画展 11,000,000 11,000,000

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 84,136,000 81,273,853 90,967,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

美術館常設展等運営事業 30440700

所蔵品展及び常設展の開催

3 文化・芸術活動の支援

44 文化施設の有効活用

その他の事務事業 平成12年度 ～

文化スポーツ部 美術館

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市美術館条例

該当なし 該当なし

所蔵品展及び常設展観覧者

所蔵品の維持管理及び所蔵品展の開催。教育普及事業の開催。

優れた美術品の鑑賞機会の充実に努め、身近に美術と出会える場所と機会を提供する。
　様ーな教育普及事業を開催して、創作、鑑賞、学習など市民の様ーなニーズに答える。
　美術図書室を充実させ、画集、美術書を市民が安らぎを持って楽しめる空間を提供する。
　美術品を購入する際や美術品の寄附の申出があった際には、有識者６名により構成する府中市美術品収集選定委員会において、その購入や寄
附の受入を審議している

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①所蔵品・常設展観覧者数

114,220

人

106,000 106,000 106,000 106,000 106,000

79,445 63,939 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

秋の大型展覧会の観覧者数が、令和４年度に比べ減少したことに伴いコレクション（常設）展にも影響した。

②教育普及事業参加者数

92,213

人

96,000 96,000 96,000 96,000 96,000

47,638 63,922 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

教育普及事業参加者数数は、好調に推移した。

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 1

60,311,000 56,884,000 83,169,000 59,400,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

37,995,000 36,367,000 51,017,000 29,006,000 0 0

22,316,000 20,517,000 32,152,000 30,394,000 0 0

59,836,000 56,854,000 83,310,000 0 0 0

56,905,227 52,890,188 80,644,505 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 2,970,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

36,945,869 32,362,696 51,366,263 0 0 0

19,959,358 17,557,492 29,278,242 0 0 0

95.1% 93.0% 96.8% 0.0% 0.0% 0.0%

3.90 3.90 4.20

30,555,747 31,507,418 33,511,762

0 0.1 0.1

0 323,778 322,472

2,643,550 2,824,723 2,506,829

90,104,524 87,546,106 116,985,568 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

美術館常設展等運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

収蔵庫内の高性能フィルター交換など所蔵品の維持管理に努め、「美術のたね
」展を開催した、合わせて公開制作や、小・中学校の美術鑑賞教室教育普及事
業を実施した。

適正な予算執行に努め、一定の成果を上げた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

収蔵庫内の高性能フィルター交換など所蔵品の維持管理に努め、「美術のたね
」展を開催した、合わせて公開制作や、小・中学校の美術鑑賞教室教育普及事
業を計画する

所蔵品の維持管理及に努めるとろもに、魅力ある所蔵品展の開催や、公開制作
をはじめとする教育普及事業を計画する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

所蔵品・コレクション（常設）展ぱれたん展など計５期開催し、61,840人が観
覧した。
教育普及事業は、公開制作など12事業をを実施して、60,919人が参加した。

適正な予算執行に努め、一定の成果を上げた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

夏の所蔵品展は、「市制施行70周年記念　自然、生命、平和、私たちは見つめ
られている　吉田遠志展」として、拡大して開催する。合わせて、公開制作や
美術鑑賞教室など教育普及事業を実施する。

所蔵品の維持管理及に努めるとともに、魅力ある所蔵品展の開催や、公開制作
をはじめとする教育普及事業を実施する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

魅力ある所蔵品展の開催や、公開制作をはじめとする教
育普及事業を継続して実数する。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

美術館常設展等運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 30 1607500 美術品収集選定委員会運営費 205,000 81,626 204,000

2 01 50 30 30 1609000 美術普及事業費 9,419,000 7,887,103 9,392,000

3 01 50 30 30 1610000 所蔵品展示管理費 24,486,000 23,698,445 25,052,000

4 01 50 30 30 1612000 美術品購入費 47,795,000 47,795,000 23,490,000

5 01 50 30 30 1613000 図書資料等購入費 994,000 912,331 992,000

6 01 50 30 30 1617000 負担金　全国美術館会議 30,000 30,000 30,000

7 01 50 30 30 1618000 負担金　日本博物館協会 40,000 40,000 40,000

8 01 50 30 30 1619000 負担金　東京の美術館・博物館等共通入館事業費 200,000 200,000 200,000

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 83,169,000 80,644,505 59,400,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

歴史文化財保存活用事業 30450100

市内文化財の保存及び活用

3 文化・芸術活動の支援

45 歴史文化遺産の保存と活用

その他の事務事業 昭和31年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

文化財保護法・東京都文化財保護条例・府中市文化財の保存及び活用に関する条例

該当なし 該当なし

府中市内の文化財

貴重な文化遺産を後世へと伝えていくために、適切に保存・整備・活用し、調査・研究の成果に基づいて様ーな形で広く紹介し、「歴史と伝統
あるまち府中」への郷土愛を高めていく。

国史跡武蔵国府跡（国衙地区・国司館地区）、馬場大門のケヤキ並木、国史跡武蔵府中熊野神社古墳など、他市には無い全国的にも優れた歴史
文化遺産を将来にわたり保存し、また新たな文化財についても、指定や整備等を実施するとともに、広く活用するため、専門家や市民等ととも
に積極的に調査・研究に取り組んでいく。また、これらの歴史文化遺産を展示公開や情報発信することにより広く活用していく。また、市内の
歴史・文化を研究する市民団体である史談会に対し、運営費の一部を補助することで、郷土の歴史的な研究を通して、地域文化の向上に資する
ことを目的に活動を支援する。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①ふるさと府中歴史館等にお
ける展示公開観覧者数

50,245

人

247,000 247,500 248,000 248,500 248,500

288,168 190,419 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

R5.9まで、ふるさと府中歴史館に、マイナンバーの交付窓口及びマイナポイントの相談窓口が設置されたこと。行動制限の緩和が
図られたことによるものと考えている。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

28,835,000 28,577,000 42,977,000 51,068,000 0 0

2,250,000 1,300,000 0 0 0 0

0 20,000 2,690,000 18,102,000 0 0

0 0 0 0 0 0

11,300,000 9,000,000 21,600,000 0 0 0

15,285,000 18,257,000 18,687,000 32,966,000 0 0

28,824,000 28,572,000 42,552,000 0 0 0

25,329,939 26,711,615 41,491,287 0 0 0

1,000,000 1,300,000 0 0 0 0

0 20,000 13,051,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

11,000,000 8,000,000 6,934,000 0 0 0

13,329,939 17,391,615 21,506,287 0 0 0

87.9% 93.5% 97.5% 0.0% 0.0% 0.0%

2.45 3.05 3.35

19,195,277 24,640,416 26,729,620

0 1 1.4

0 3,237,775 4,514,611

58,351 195,321 218,004

44,583,567 54,785,127 72,953,522 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

歴史文化財保存活用事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

▼文化財の維持管理
▼内藤家住宅の保存活用事業に伴う耐震予備診断等の基礎調査
▼文化財保護審議会の運営（「武蔵府中郷土かるた」の府中市文化財指定につ
いて検討）
▼多摩郷土誌フェアへの出展
▼史談会の運営費への一部補助

▼文化財の適切な維持管理により保存活用が図られた。
▼内藤家住宅の保存活用に向けた基礎調査が進展し、東京都有形文化財（建造
物）の指定を受けることができた。
▼「武蔵府中郷土かるた」の府中市文化財指定に向けた基礎情報の収集・調査
を進めた。
▼多摩郷土誌フェアに出展し、刊行物の周知に努めた。
▼史談会の運営を支援し、歴史文化の研究と普及が図られた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

▼文化財の維持管理
▼内藤家住宅の保存活用事業に向けた実測・図化
▼文化財保護審議会の運営
▼多摩郷土誌フェアへの出展
▼史談会の運営費への一部補助

▼継続して文化財を適切に維持管理する。
▼内藤家住宅の保存活用に向けた実測・図化を進める。
▼文化財保護審議会では、「武蔵府中郷土かるた」の府中市文化財指定に係る
答申をするとともに、文化財指定候補を調査し、新文化財の指定に向け審議を
進める。
▼多摩郷土誌フェアに出展し、市が発行した様々な資料を一般に頒布し、ＰＲ
を図っていく。
▼史談会の運営を支援し、歴史文化のさらなる研究と普及を図る。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

▼文化財の維持管理
▼文化財保護審議会の運営及び「武蔵府中郷土かるた」の市文化財指定
▼多摩郷土誌フェアへの出店
▼史談会の運営費への一部補助
▼内藤家住宅の保存活用事業に向けた実測・図化

▼文化財の適切な維持管理により、保存活用が図られた。
▼文化財保護審議会の答申を踏まえ、「武蔵府中郷土かるた」を市文化財に指
定することにより、将来にわたり永く保存と活用を行う位置付けをすることが
できた。
▼多摩郷土誌フェアへの出店し、刊行物の周知に努めた。
▼史談会の運営を支援し、歴史文化の研究と普及が図られた。
▼内藤家住宅の保存活用事業に向けた実測・図化を行い、今後の活用の方向性
について基本的な考え方をとりまとめた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

▼文化財の維持管理
▼文化財保護審議会の運営
▼多摩郷土誌フェアへの出展
▼史談会の運営費への一部補助
▼内藤家住宅の保存活用事業に向けた実測・図化、保存活用計画の策定（１年
目）

▼継続して文化財を適切に維持管理する。
▼文化財保護審議会では、引き続き文化財指定候補を調査するとともに、指定
文化財の適切な保存と活用が可能となるよう審議や報告等を行う。
▼多摩郷土誌フェアに出展し、市が発行した様々な資料を一般に頒布し、ＰＲ
を図っていく。
▼史談会の運営を支援し、歴史文化のさらなる研究と普及を図る。
▼内藤家住宅の保存活用事業に向けた実測・図化を継続して実施し、保存活用
計画の策定を進める。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

・ハードの整備に加え、ソフト面での文化財の活用をい
かに図っていくかが大きな課題であるとともに、市内の
貴重な文化財のより一層の保存が必要となっている。
・文化財保護審議会委員とも連携し、市内の貴重な文化
財の指定を含めた保存と活用を図っていく必要がある。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

歴史文化財保存活用事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 10 1521500 文化財保護審議会運営費 1,334,000 1,321,260 1,334,000

2 01 50 30 10 1523000 文化財保護振興費 31,499,000 30,128,961 32,056,000

3 01 50 30 10 1524500 歴史的公文書保存活用事業費 4,184,000 4,203,314 4,707,000

4 01 50 30 10 1529000 武蔵国府等展示活用事業費 5,766,000 5,653,752 6,733,000

5 01 50 30 10 1542510 都文化財（内藤家住宅）管理費　管理委託料 3,700,000

6 01 50 30 10 1542520 都文化財（内藤家住宅）管理費　光熱水費 444,000

7 01 50 30 10 1542530 都文化財（内藤家住宅）管理費　諸経費 1,900,000

8 01 50 30 10 1543000 負担金　東京都市多摩郷土誌フェア 15,000 15,000 15,000

9 01 50 30 10 1545000 負担金　全国史跡整備市町村協議会 70,000 60,000 70,000

10 01 50 30 10 1546000 負担金　全国歴史資料保存利用機関連絡協議会 45,000 45,000 45,000

11 01 50 30 10 1548000 補助金　史談会活動事業費 64,000 64,000 64,000

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 42,977,000 41,491,287 51,068,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

埋蔵文化財保存活用事業 30450200

埋蔵文化財（遺跡）の保護と活用

3 文化・芸術活動の支援

45 歴史文化遺産の保存と活用

その他の事務事業 昭和 5年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業を見直す裁量はない

文化財保護法・東京都文化財保護条例・府中市文化財の保存及び活用に関する条例

該当なし 該当なし

市内埋蔵文化財

府中市の歴史と文化に根差した歴史的遺産であり、府中市の歴史・文化環境を形作る重要な要素である埋蔵文化財を、保存・活用する。
また、市民その他事業者に対し、埋蔵文化財保護の趣旨を十分説明し、その理解と協力を得る。

開発事業に先立つ埋蔵文化財存否の調査の実施（立会調査・試掘確認調査）
府中市教育委員会による本発掘調査の実施
事業者実施の本発掘調査の指導

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①
※数値の比較や推移で評価
することがなじまないため
指標の設定は行わない

-

-

- - - - -

- - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

79,470,000 120,457,000 121,517,000 123,600,000 0 0

24,192,000 44,182,000 42,964,000 47,198,000 0 0

12,116,000 22,091,000 21,482,000 23,599,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 2,200,000 0 0 0

43,162,000 54,184,000 54,871,000 52,803,000 0 0

99,151,000 120,037,000 121,487,000 0 0 0

98,355,945 103,590,046 99,424,884 0 0 0

16,750,000 26,016,000 25,474,000 0 0 0

8,395,000 13,008,000 12,737,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 600,000 0 0 0

73,210,945 64,566,046 60,613,884 0 0 0

99.2% 86.3% 81.8% 0.0% 0.0% 0.0%

3.90 3.90 3.40

30,555,747 31,507,418 27,128,569

2 3 4.1

6,497,384 9,713,325 13,221,360

130,123 332,769 344,218

135,539,199 145,143,558 140,119,032 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

埋蔵文化財保存活用事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼埋蔵文化財発掘調査・・・22件(16,386.12㎡）
▼埋蔵文化財試掘調査・・・96件(4,116.81㎡）
▼報告書作成業務・・・1冊

埋蔵文化財包蔵地内での各種開発行為に対しては、法律に基づく届出義務が課
されている。保護法の趣旨と共に周知した結果、適切に進めることができた。
また、遅滞なく開発行為に着手していただくため、過去のデータを蓄積し、窓
口での適切な対応、その後の各種調整や調査に着手することができた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

発掘届の内容に基づき、適切に埋蔵文化財の保護(立会調査、試掘調査及び本
発掘調査)を実施する。
調査後は、速やかに整理作業を実施し、確実に発掘調査報告書を刊行するなど
、市民への還元に務める。

埋蔵文化財包蔵地内の土木等工事に際しては、文化財保護法第93条に基づく届
出が義務付けられている。保護法の趣旨を正しく理解し、適切に対応していた
だけるよう、市民、市内事業者に対して、広く周知していく。
また、遅滞なく開発行為に着手していただけるよう、過去のデータを整理・蓄
積し、窓口での適切な対応、その後の各種調査の速やかな実施・調整に努めて
いく。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼埋蔵文化財発掘調査・・・19件（4,889.27㎡）
▼埋蔵文化財試掘調査・・・100件（2,158.64㎡）
▼報告書作成業務・・・３冊

埋蔵文化財包蔵地内での各種開発行為に対しては、法律に基づく届出義務が課
されている。保護法の趣旨と共に周知した結果、適切に進めることができた。
また、遅滞なく開発行為に着手していただくため、過去のデータを蓄積し、窓
口での適切な対応、その後の各種調整や調査に着手することができた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

発掘届の内容に基づき、適切に埋蔵文化財の保護（立会調査、試掘調査及び本
発掘調査）を実施する。
調査後は、速やかに整理作業を実施し、確実に発掘調査報告書を刊行するなど
、市民への還元に努める。

埋蔵文化財包蔵地内の土木等工事に際しては、文化財保護法第93条に基づく届
出が義務付けられている。保護法の趣旨を正しく理解し、適切に対応していだ
けるよう、市民、市内事業者に対して、広く周知していく。
また、遅滞なく開発行為に着手していただけるよう、過去のデータを整理・蓄
積し、窓口での適切な対応、その後の各種調査の速やかな実施・調整に努めて
いく。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

埋蔵文化財の保護は、文化財保護法に定められた必須事
項である。当該事業は法律で提出義務が課された発掘届
に対応するものであり、今後も継続して実施していく必
要がある。また、発掘調査は、本市の歴史解明に欠かす
ことができない手段であり、引き続き実施する必要があ
る。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

埋蔵文化財保存活用事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 10 1524000 埋蔵文化財発掘調査費 115,845,000 96,510,784 121,586,000

2 01 50 30 10 1540000 埋蔵文化財整理事務所管理費　管理委託料 1,675,000 1,094,414 988,000

3 01 50 30 10 1541000 埋蔵文化財整理事務所管理費　光熱水費及び燃料費 685,000 493,406 506,000

4 01 50 30 10 1542000 埋蔵文化財整理事務所管理費　諸経費 530,000 491,280 520,000

5 01 50 30 10 1549500 補助金　文化財保存事業費 2,782,000 835,000

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 121,517,000 99,424,884 123,600,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

３　成果（参考情報）　現状分析 321

☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

武蔵国府跡保存活用事業 30450300

国史跡武蔵国府跡の保存・活用

3 文化・芸術活動の支援

45 歴史文化遺産の保存と活用

重点プロジェクト 昭和50年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

文化財保護法、東京都文化財保護条例、府中市文化財の保存及び活用に関する条例

該当なし 該当なし

国史跡武蔵国府跡（国衙地区・国司館地区）

国史跡武蔵国府跡を将来に亘って適切に保存し、広く活用を図っていく。

大國魂神社の東に武蔵国の国衙が、また、府中本町駅に隣接する地域には、国司館が建っていたことが調査によりわかった。これらを適切に保
存・活用するため、国史跡武蔵国府跡保存整備活用検討協議会を立ち上げ、学識経験者・関係団体代表・市民代表らの意見を取り入れながら、
国史跡武蔵国府跡保存管理計画を策定した。今後、本史跡を将来に亘って保存し、確実に次世代へと継承していくため、史跡の保存を基本とし
ながらも、ＪＲ府中本町駅前のにぎわいと魅力ある空間との両立をめざし、第二期整備の検討を進めていく。また、にぎわいと魅力ある空間の
創出にあたり、史跡の歴史的価値を広く市内外へ発信し、たくさんの方に利用していただけるよう活用を図っていく。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①国司跡武蔵国府跡（国司館
地区）第二期整備の進捗率

5

%

10 20 25 40 40

10 20 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

第２期整備の目的であるにぎわいと魅力ある空間の創出にあたり、たくさんの方に利用していくいただける活用事業の一環として
、民間活力を使った単発イベントによる実証実験イベント、また当課以外での広く民間利用にも供することができた。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

7,299,000 11,789,000 24,072,000 21,225,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 1,600,000 3,200,000 7,000,000 0 0

7,299,000 10,189,000 20,872,000 14,225,000 0 0

7,291,000 11,789,000 25,821,000 0 0 0

6,570,232 8,793,496 23,471,588 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 1,000,000 3,500,000 0 0 0

6,570,232 7,793,496 19,971,588 0 0 0

90.1% 74.6% 90.9% 0.0% 0.0% 0.0%

1.20 1.20 1.55

9,401,768 9,694,590 12,367,436

0 0 0.2

0 0 644,944

26,466 57,872 80,317

15,998,466 18,545,958 36,564,285 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

武蔵国府跡保存活用事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

第２期整備の目的であるにぎわいと魅力ある空間の創出にあたり、たくさんの
方に利用していただける活用事業の一環として、民間活力を使い、単発イベン
トによる実証実験イベントを２回、また当課以外の民間利用にも供し、5,128
人の来場者があった。また、年間を通した日常利用を図るため、椅子・テーブ
ル、テントなどを設置し、日常利用の促進を進めた。

第２期整備の目的であるにぎわいと魅力ある空間の創出にあたり、たくさんの
方に利用していただける活用事業の一環としてイベントを実施することにより
、たくさんの方が、当広場に来ていただけることが分かった。さらに、日常利
用も促進できた成果も含めて、史跡の保存を基本としながらも、市内外から多
くの方に来場いただき、にぎわいと魅力ある空間づくりを目指す第２期整備の
取組を行うことができた。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

中長期的なイベントの開催。
団体利用の検討。
暑さ対策と日常利用を踏まえ、イスや机等の継続と、日よけの設置を行う。

単発で行っていたイベントではなく、中長期的な期間で活用すことによる試行
的な取組や、色々な団体に利用していただき、団体が利用し易い条件等を把握
し、第２期整備に繋げていく。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼より幅広い世代に、年間を通して利用しやすい環境を整備することを目的に
、日よけやウッドベンチ、ウッドステージを設置したほか、人工芝エリアでの
飲食を可とする試行実験やアンケート調査を実施した。
▼民間活力を使い、中長期的かつ持続可能なイベントとして朝マルシェを１回
、市内外の諸団体を主体としたイベントを４回実施し、約５,０００人の来場
者があった。      
▼来園者がより安全に利用していただけるよう、人工芝の補修を行った。

▼日よけやウッドベンチの設置により、日よけの下でゆっくり過ごす来園者が
多く見られるようになったほか、アンケート調査の結果から、人工芝エリアで
の飲食を可とする実証実験は概ね好評であることが分かり、令和６年度以降も
継続することとした。
▼中長期的かつ持続可能なイベントとして朝マルシェを実施した結果、朝の時
間帯でのイベントにも需要があることが分かった。
▼市内外の諸団体が主催したイベントの結果、放送設備や電気設備の整備など
2期整備に向けての課題を明らかにすることができた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

▼ 「（仮称） 国史跡武蔵国府跡（国司館地区）第２期整備基本計画案」の作
成
▼ イベントの実証実験と検証
▼ 中長期的な既存施設の活用の促進

▼ 過年度までの検討を踏まえ、「（仮称） 国史跡武蔵国府跡（国司館地区）
第２期整備基本計画案」を作成する。
▼ 第２期整備事業後の管理運営を見据え、史跡の保存・にぎわいと魅力ある
空間の創出を実現するにあたり、イベントの実証実験と検証を行う。
▼ 既存の広場を活用するとともに、中長期的な活用を促進するため、利用者
が利用し易い条件等を把握し第２期整備に繋げていく。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

A

既存施設で中長期的な活用を推進するとともに、「（仮
称） 国司跡武蔵国府跡（国司館地区）第２期整備基本
計画案」の策定を行い、第２期整備事業のより一層の推
進に取り組む。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

武蔵国府跡保存活用事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 10 1519800 武蔵国府跡保存整備活用検討会議運営費 494,000 0 494,000

2 01 50 30 10 1529100 武蔵国府跡（国司館地区）第２期整備基本計画策定費 5,794,000

3 01 50 30 10 1529600 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　業務運営委託料 4,016,000 4,010,802 4,353,000

4 01 50 30 10 1529610 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　管理委託料 1,673,000 1,551,873 2,482,000

5 01 50 30 10 1529620 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　光熱水費 380,000 354,892 355,000

6 01 50 30 10 1529630 武蔵国府跡（国司館地区）管理運営費　諸経費 5,201,000 6,947,986 7,747,000

7 01 50 30 10 1554740 武蔵国府跡（国司館地区）整備事業費　屋外日よけ設置費 12,308,000 10,606,035

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 24,072,000 23,471,588 21,225,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

ふるさと府中歴史館管理運営事業 30450400

ふるさと府中歴史館の管理・運営

3 文化・芸術活動の支援

45 歴史文化遺産の保存と活用

主要な事務事業 平成23年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市立ふるさと府中歴史館条例、文化財保護法、東京都文化財保護条例、府中市文化財保護条例、府中市文化財及び保存に関する条例

該当なし 該当なし

ふるさと府中歴史館来館者

武蔵国府に関する情報発信等の施設として、歴史的資料・郷土資料等の収集・保存を行い、市内外の多くの方に観ていただき理解をいただく

　1,300年前に武蔵国府の中枢施設である国衙が置かれた場所にあることを踏まえ、武蔵国府に関する情報発信等の施設として、歴史的資料・
郷土資料等の収集・保存を行う。
　また、古代国府を中心とした市の歴史や文化について、市民に発信し、関心を寄せられるよう、特別展などを開催する。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①ふるさと府中歴史館入館者
数

86,284

人

88,500 91,000 93,500 96,000 96,000

161,020 137,135 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

マイナンバーの交付窓口の設置、マイナポイントの相談窓口の設置（令和5年9月まで）

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

26,909,000 23,160,000 22,180,000 35,439,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 10,000,000 0 0

26,909,000 23,160,000 22,180,000 25,439,000 0 0

26,909,000 26,677,000 22,848,000 0 0 0

24,302,189 23,981,221 20,040,899 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

24,302,189 23,981,221 20,040,899 0 0 0

90.3% 89.9% 87.7% 0.0% 0.0% 0.0%

1.40 1.60 1.00

10,968,730 12,926,120 7,978,991

0 1 0.2

0 3,237,775 644,944

30,877 125,391 55,074

35,301,796 40,270,507 28,719,908 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

ふるさと府中歴史館管理運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ﾑｻｼｶﾒ丸君のﾄﾞｷ土器夏休み」ほか　871人
▼令和4年度府中の発掘お宝展　　43,746人

開発者への問合せ対応や、市民への周知に効果が高いことから、文化財情報デ
ータベースシステムを引き続き運用した。また、マイナンバーの交付やマイナ
ポイントの相談窓口の混雑解消のため、当館の１階に窓口を設置したことに伴
い、普段来たことの無い方にも当施設を知っていただく良い機会になった。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼くらやみ祭特別展の開催
▼夏休み期間中等の子ども向けワークショップの開催

マイナンバー窓口との共存を図ったふるさと府中歴史館の管理運営を行うほか
、歴史的公文書資料の収集、整理及び保存を継続する。
文化財情報データベースシステムについても引き続き運用し、くらやみ祭展や
夏休み期間中等に子供向けのワークショップを開催する

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼開発者への問い合わせ対応などにおいて、文化財情報データベースシステム
を運用し市民サービスに努めた。
▼夏休みと冬休みの期間中に、子供向けワークショップを開催すると共に、ワ
ークショップの内容にちなんだ展示を併せて行った。
▼マイナポイントの相談窓口撤去後に、くらやみ祭の展示スペースを再開した
。
▼公文書資料室において、市の全ての部署の保存期間満了文書のうち、歴史的
に重要と判断したものを受入れし、適正な保管に務めるとともに、資料活用面
では市職員や研究者への閲覧提供を行った。また、館内１階に公文書資料展示
コーナーを新たに設置し、年間を通して様々な所蔵資料の展示を行った。

▼文化財情報データベースの運用により、文化財に関する市民への情報周知を
効果的に図ることができた。
▼夏休みと冬休み期間中の子供向けワークショップと関連展示の同時開催によ
り、楽しみながら発掘調査に関心を持ってもらうための学びの機会を提供する
ことができた。
▼1階のエントランスにおいて、くらやみ祭の映像展示を再開すると共に、く
らやみ祭期間中に、2階の展示室でくらやみ祭特別展を開催することにより、
来館者に広く本祭の魅力を発信することができた。
▼公文書資料展示コーナーの新設、年間を通した企画展示により、貴重な所蔵
資料の有益な公開活用を図ることができた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

▼ふるさと府中歴史館の管理運営
▼歴史的公文書資料の収集、整理及び保存
▼文化財情報データベースシステムの運用
▼くらやみ祭特別展や、ケヤキ並木100周年イベント、郷土かるたにちなんだ
展示等の開催。
▼夏休み期間中等の子ども向けワークショップの開催

▼マイナンバーカード交付窓口との共存を図ったふるさと府中歴史館の管理運
営を行うほか、歴史的公文書資料の収集、整理及び保存を継続する。
▼文化財情報データベースシステムの運用や、くらやみ祭展などの企画展示、
夏休み期間中等に子供向けのワークショップ等も引き続き開催する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

ふるさと府中歴史館の来館者が、少しでも府中市の歴史
や文化財に興味を持ち、親しんで貰えるような企画・展
示を今後も継続して実施していく。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

ふるさと府中歴史館管理運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 10 1540500 ふるさと府中歴史館管理運営費　管理委託料 10,228,000 10,128,470 13,910,000

2 01 50 30 10 1540510 ふるさと府中歴史館管理運営費　光熱水費 8,163,000 6,478,455 7,653,000

3 01 50 30 10 1540520 ふるさと府中歴史館管理運営費　諸経費 2,789,000 3,433,974 1,737,000

4 01 50 30 10 1554790 ふるさと府中歴史館整備事業費　緊急整備工事費 1,000,000 0 1,000,000

5 01 50 30 10 1557970 ふるさと府中歴史展示室整備事業費　設計委託料 11,139,000

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 22,180,000 20,040,899 35,439,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑
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☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑

- 1 -

令和6年9月

令和 5年度

武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営事業 30450500

国史跡　武蔵府中熊野神社古墳展示館の管理、運営

3 文化・芸術活動の支援

45 歴史文化遺産の保存と活用

その他の事務事業 平成23年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

府中市国史跡武蔵府中熊野神社古墳展示館の管理及び運営に関する規則、府中市文化財の保存及び活用に関する条例、東京都文化財保護条例

該当なし 該当なし

古墳見学者

国史跡武蔵府中熊野神社古墳の見学に際して、より古墳の意義の理解を促し、府中市の歴史を学習できる場とする。さらに、隣接する熊野神社
や、熊野神社古墳公園との協力を図り、市民と協働での活用を支援する

墳丘土層標本や調査中の写真、解説パネル等を設置し、熊野神社古墳の魅力を発信するための施設として、国史跡武蔵府中熊野神社古墳展示館
の建物管理及び入館者への説明対応などを行う。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①国史跡武蔵府中熊野神社古
墳展示館入館者数

9,160

人

10,000 10,800 11,600 12,500 12,500

6,147 7,783 - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □

古墳まつりの開催を１日にしたことなどにより、計画値に達しなかった。

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

8,242,000 9,022,000 9,135,000 10,797,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

8,242,000 9,022,000 9,135,000 10,797,000 0 0

8,242,000 9,187,000 9,446,000 0 0 0

7,559,689 8,541,711 8,878,588 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

7,559,689 8,541,711 8,878,588 0 0 0

91.7% 93.0% 94.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.40 0.40 0.35

3,133,923 3,231,530 2,792,647

0 0 0.1

0 0 322,472

8,821 19,290 20,653

10,702,433 11,792,531 12,014,360 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（受付等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備、消
防設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応
▼新型コロナウイルス感染症防止対策

新型コロナウイルス感染症防止のため、令和３年度に引き続き、古墳まつりや
熊野神社の例大祭などが中止になったことから、入館者数は基準値及び計画値
に達しなかったが、団体見学申込み数や、入館者数は昨年度より増加した。
また、石室復元展示室の見学について、令和４年５月下旬から、約２年２か月
ぶりに再開した。今後も、国や都の動向を踏まえ、感染拡大防止に万全の対策
を取りながら、見学者への説明対応を継続し、身近な教育の場となるよう努め
ていく。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（受付等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備、消
防設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応
▼新型コロナウイルス感染症防止対策

新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底したうえで、武蔵府中熊野神社古墳
展示館の業務・管理運営や、入館者への説明対応を継続する。
また、武蔵府中熊野神社古墳公園の第2期整備工事終了までの間、公園利用者
でもトイレが利用できるよう展示館施設のトイレ常用対応を継続する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（電話や窓口受付案内、リーフレッ
トやチラシなどの在庫管理等）を適切に行った。
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備、消
防設備・エレベーター保守、AEDリース）を適切に行った。
▼団体(28団体)なども含めた見学者への説明対応を随時行った。
▼トイレットペーパーや手洗い用せっけんなどの在庫管理を含め、トイレの常
時利用のための対応を行った。
▼展示室内やトイレ前のダウンライトの交換、案内看板や分電盤の修繕を行っ
た。

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の受付業務・管理運営や、入館者への説明対応
を適切に行うことができた。
▼展示館施設のトイレ常用対応について、イベント時や夜間も含めた衛生に係
る市民サービスを適切に提供することができた。
▼適宜必要な施設修繕を行うことで、来館者が気持ちよく安心して見学できる
環境を整備することができた。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営（電話・窓口受付案内等）
▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の総合管理（害虫除去、清掃、除草、警備、消
防設備・エレベーター保守、AEDリース）
▼見学者への説明対応
▼トイレの常時利用対応

▼武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務・管理運営や、入館者への説明対応を継
続する。
▼武蔵府中熊野神社古墳公園の第2期整備工事終了までの間、公園利用者でも
トイレが利用できるよう展示館施設のトイレ常用対応を継続する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

武蔵府中熊野神社古墳展示館の業務運営及び総合管理を
はじめ、見学者への説明対応や、第2期整備工事完了ま
での期間、夜間も含めたトイレの乗用利用対応を今後も
継続して行っていく。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 10 1540600 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　業務運営委託料 3,363,000 3,162,599 3,726,000

2 01 50 30 10 1540610 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　管理委託料 4,345,000 4,006,222 5,606,000

3 01 50 30 10 1540620 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　光熱水費 960,000 936,545 1,003,000

4 01 50 30 10 1540630 武蔵府中熊野神社古墳展示館管理運営費　諸経費 467,000 773,222 462,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 9,135,000 8,878,588 10,797,000



４　事業費・人件費等の推移

（事業費）

（人件費）

（間接経費）

当 初 予 算 額

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

予 算 現 額

決 算 額

国 庫 支 出 金

（単位：円、人）

事務事業評価シート

計画値

総 コ ス ト

間 接 経 費

職 員 数

執 行 率

職 員 人 件 費

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

（※）要因の類型

根 拠 法 令 等

国土強靭化地域計画

事業種別 事 業 開 始 年 度 見 直 し の 裁 量

総合
計画

基本施策 主 担 当 部 課 名

施　　　策 事 業 類 型

交付金・補助金等の名称交付金・補助金等の申請

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

記載年月

対象年度

１　事務事業の概要

２　実施計画・実績（指標）

対 象

事 業 目 標

事 業 内 容

計画値

☑ ☑ ☑ ☑

要因の類型（※）

実績の評価（計画・実績の差異
の有無と差異の要因分析）

指標名

実 　績

基準値

（単位）

事業推移

計画値

実 　績

☑ ☑ ☑

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

３　成果（参考情報）　現状分析 321

☑

要因の類型（※）

要因の具体的内容

☑ ☑ ☑
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令和6年9月

令和 5年度

府中市史編さん事業 30450600

府中市史編さん事業の推進

3 文化・芸術活動の支援

45 歴史文化遺産の保存と活用

主要な事務事業 平成26年度 ～

文化スポーツ部 ふるさと文化財課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

無

該当なし 該当なし

府中市史編さん

市制施行７０周年に向けて、令和５年度までに市史の資料編及び通史編の刊行物の発行を完了させる。

・市史編さん審議会が策定した「府中市史編さん方針」等に基づき『新　府中市史』を発行する。
・編さんにあたっては専門部会を設置し、『府中市史』発行後約半世紀の変化や、多岐にわたる学問分野における新たな資料の蓄積を内容に加
えて、計画的に作業を進める。
・講演会の開催や「市史編さんだより」の発行等、市民に向けた広報活動を行う。

R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度

①
※数値の比較や推移で評価
することがなじまないため
指標の設定は行わない

-

-

- - - - -

- - - - -

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 2 3 4 5 6 7 8

□ □ □ □ □ □ □ □

1 概ね計画通り実施した

2 市民等のニーズが増加し計画を上回った

3 社会経済状況により必要性が高まり計画を上回った

4 市民等のニーズが減少し計画を下回った

5 社会経済状況により必要性が低下し計画を下回った

6 行政サービス供給を阻害する要因があり予定通り実施できなかった

7 行政サービス供給体制に課題があり予定通り実施できなかった

8 その他

R 3年度 R 4年度 R 5年度 R 6年度 R 7年度 R 8年度

月額制会計年度任用職員数

月額制会計年度任用職員人件費

① 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 1

② 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 1

③ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

44,533,000 52,081,000 73,907,000 47,693,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 623,000 0 0

44,533,000 52,081,000 73,907,000 47,070,000 0 0

44,533,000 48,540,000 50,674,000 0 0 0

33,334,894 27,416,183 33,540,028 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

33,334,894 27,416,183 33,540,028 0 0 0

74.9% 56.5% 66.2% 0.0% 0.0% 0.0%

5.00 4.00 4.00

39,174,035 32,315,300 31,915,964

7 7 7

22,740,844 22,664,425 22,573,054

265,563 530,507 504,856

95,515,336 82,926,415 88,533,902 0 0 0



事業の位置付けの詳細と今後の方向性

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

 B　現状のまま継続

 B　現状のまま継続

 C　見直し

 C　見直し

評価内容

５　ＰＤＣＡサイクルの確認と評価・改善の方針

評価内容

☑ A　重点化・拡大 ☑ ☑ ☑ D　休止・廃止

府中市史編さん事業

- 2 -

R 4年度実績（Do） R 4年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施する。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行　①「近世資料編中」発行②「近世資料
編下」発行③「原始古代通史編」編集④「中世通史編」編集⑤「近現代通史編
上」編集⑥市史研究

▼事業計画を再確認し、刊行物の発行予定に適正な修正を加え編集発行したが
、一部刊行物に遅れが生じた。
▼コロナ禍でできる限りの資料収集、調査研究を行い、その成果を蓄積した。

□ □ □ R 4年度評価に基づく見直し（Action）

R 5年度の具体的な取組（Plan） R 5年度の方向性（Plan）

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施する。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行。①「原始古代通史編」②「中世通史編
」③「近世通史編」④「近現代通史編上」⑤「近現代通史編下」⑥「自然通史
編」⑦「民俗通史編」⑧「考古・美術工芸通史編」⑨市史研究
▼市史講演会を数回開催する。

▼見直し・修正した発行予定に合わせ、刊行物を編集発行する。
▼通史編の編集に重点的に取り組み、遅滞なく発行する。

R 5年度実績（Do） R 5年度評価（Check） C　見直して継続

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施した。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行。①「原始古代通史編」②「中世通史編
」③「近現代通史編上」④「自然通史編」

事業計画を再確認し、刊行物の発行に適正な修正を加え、編集発行したが、原
稿執筆の遅れにより一部刊行物に遅れが生じた。
市史講演会は,令和５年５月に新型コロナウイルス感染症が第５類に分類され
たことを受け、これまで実施できなかった調査活動に重点的に取り組まざるを
えなかったため実施しなかった。

□ □ □ R 5年度評価に基づく見直し（Action）

R 6年度の具体的な取組（Plan） R 6年度の方向性（Plan）

▼専門部会による資料収集、調査研究を継続実施する。
▼「新 府中市史」刊行物の編集発行。①「近世通史編」②「近現代通史編下
」③「民俗通史編」④「考古・美術工芸通史編」
▼市史講演会を数回開催する。

▼見直し・修正した発行予定に合わせ、刊行物を編集発行する。
▼通史編の編集に重点的に取り組み、遅滞なく発行する。

R 7年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続

1　大幅な見直しは必要ない（右欄に理由を具体的に記載）

2　見直しには法令等の改正が必須（右欄に法令等の名称を記載）

3　現状では見直しが不可能（右欄に理由を具体的に記載）

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

C

2

令和６年度中に残り４分野の市史通史編を刊行するとと
もに、配布・頒布を行う。また、令和７年度以降にダイ
ジェスト版や古文書調査報告書、索引、年表、正誤表な
どを作成する。なお、寄贈資料などを整理したうえで、
市史刊行物ととともに、人員を含めて後継組織に引き継
ぎを行い、市史編さん体制は解散となる。



６　構成事業一覧

当初予算額 決算額 当初予算額
事　業
コード

目項款会計

（単位：円）

予算事業名

府中市史編さん事業

- 3 -

R 5年度 R 6年度R 5年度 R 6年度

1 01 50 30 10 1521610 市史編さん審議会運営費 336,000 179,536 336,000

2 01 50 30 10 1521700 市史編さん事業費 73,571,000 33,360,492 47,357,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 73,907,000 33,540,028 47,693,000


